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児童生徒調査 

①

 

８１．２ ８５．０  

８５．３ ８８．０        

児童・生徒の現状・課題 

・提示された課題に対して落ち着いて取り組むことは

できる反面、主体性が希薄である。 

・自分の考えを書き表す際、表現力・創造力が乏しい。 

 

 

具体的な手だて① 

意欲をもって課題に取り組むことができるよう、

見通しをもたせる導入の工夫を取り入れる。 

 

 

具体的な手だて② 

自分自身の学びを進めていくために、学習形態・

教具等を選択する機会を増やしていく。 

 

 

具体的な手だて③ 

ペアワーク・トリオワークなどを工夫し、自分自身

の考えを他者に表現できるようにする。 

 

 

教員調査 

９５．０  

９０．０ ９５．０        

総括（５月） 

落ち着いて授業を受ける児童が多いが、分からない問題に粘り強く取り組んだり、自分から進んで学び方を考

えたりする児童は少なく、自発的な活動ができていないのではないかと教員から意見が出た。自分の考えを伝

えたいという気持ちを授業の中で大切にし、互いの考えを認め合って欲しいという考えから主題を決定した。

低・中・高・専科ことばのブロックで手立てを考え、普段の授業展開を充実させていく。 

・協議会の内容等をスプレッドシートに入力し、

共有していく。 

・研究アンケートに計画的に取り組み、結果を授

業に取り入れていく。 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇児童自ら、自分自身の学びを進めていくという意

識を高め、他者とのかかわりの中で、学びを得ること

ができるよう選択の場面、対話の共有を取り入れる。 


